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2 Gp-10 幼児用ジーンズの動作適応性
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　【目的】　若者のファッションとしてわが国に導入されたジーンズは。今や広い年齢層、用途

に利用されるようになった。幼児の衣服としても利用され、歩行が不安定な年少児にも着用が

見受けられる。幼児の衣服の要素としては着脱の容易さ、動作を妨げない活動性等が重要であ

るが、ジーンズは素材の硬さが幼児の行動を阻害するものとも考えられる。本研究では幼児の

ジーンズ着用時の動作特性の解析、および衣服と身体のズレおよび衣服圧測定からジーンズに

よる身体の拘束について検討を行い、並びに動作解析の方法確立のための基礎資料を得ること

を目的とした。

　【方法】　被験者は３才男児４名とし、「座る」動作における未着衣時の姿勢とジーンズ着用

時の姿勢を画像処理により数値化し、その変化を検討した。また、ウェストベルトの上下の移

動量を計測するとともに、膝部を想定したモデルによる衣服圧測定を行った。試験着はスリム

ジーンズと同型のニットズボンとした。

　【結果】　幼児は未着衣時およびニットズボン着用時は、幼児特有の「しゃがむ」姿勢をとり

やすいが、ジーンズ着用時は膝を前方につきだした姿勢となり、十分に膝が曲げきれないこと

が明かとなった。膝部の衣服圧は屈伸時にジーンズはニットズボンに比べ約.s倍となることが

示された。ベルトの移動量はジーンズよりニットズボンのほうが多く個人差があったが、ジー

ンズは個人差がほとんどみられず、ウェストにおいても拘束の大きいことが明かとなった。動

作解析において、安定した動作が得られにくい幼児には画像処理は極めて有効であったが、さ

らに動作特性に対応する実験設定を検討する必要性が明かとなった。
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〔目的〕乳幼児服は、成長一発達の最も著しい時期に着用する衣服であり、しかも自ら選

んで着用できないことを考えると、衣服サイズの選び方は大切である。本研究は、乳幼児

の体格と着用している衣服サイズの実態を検討し、よりよい衣服設計への刊功とすること

を目的とした。

〔方法〕資料は1990年被服構成学部会の行った「乳幼児衣料のアンケート調査」の原票で

ある。対象は、0～24ヵ月の乳幼児をもつ保護者1019名である。乳幼児の月令を６ヵ月ご

とに４区分とし、J I S（L4001-1983）と同様に身体寸法（身長）の体格区分を設定した。

そして体格と着用している衣服のサイズおよび着用期間などをクロス集計した。服種は上

・下半身用肌着ヽ上・下衣服、つなぎ服、ねまき等６グループに分けた中からとりあげべ

また1992年11月保母の立場からみた乳幼児衣料についてアンケートを行った。

〔結果〕①適応サイズの着用率は低く、肌着と上着ではサイズの選び方が異なり、上着で

は大きめを着用する傾向がみられる。②衣服の着用期間は、0～6ヵ月までは短いが月令

が進むにしたがって長くなる傾向が見られる。③購入時のサイズの選び方については「１

サイズ大きいもの」を選ぶ割合が最も多く、ついで「適合サイズ」「２サイズ大きいもの

」であった。④保母へのアンケート調査結果では、サイズ表示についての認識度は高い。

サイズの適合性については、上にはおる衣服では「大きめ」、肌着・ドレス・ねまき類は

　「ちょうどよい」と観察している回答が多く、いずれも50％以上みられる。着脱させにく

い部位は「首ぐりが小さい」が約80%で圧倒的に多い。
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